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令和６年度 学校経営報告書（自己評価） 
 

学校番号 33 学 校 名 
静岡県立清水南高等学校 

静岡県立清水南高等学校中等部 
校 長 名 山田 正訓 

 

本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

  取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と課題 

ア 

新学習指導

要領に基づ

いた授業改

善を進め、

主体的に学

習に取り組

む態度の育

成を図る。 

週５日以上家庭学習に

取り組む生徒の割合： 

80％ 

「授業で力がついた」

と答える生徒の割合： 

80％ 

中等部：78.9％ 

高 校：74.0％ 

全 体：76.5％

中等部：90.1％ 

高 校：87.5％ 

全 体：88.8％ 

Ｂ 

高校の週５日以上家庭学習は、昨

年度と比べて 6.3 ポイント増加した

が、成果目標を達成することはでき

なかった。今後も、生徒が学習習慣

を身に付けるための実践と授業改善

に取り組む。 

授業公開週間等の取組

に満足する教員の満足

度：70％ 

職員研修の外部講師に

よる講演に対する教員

の満足度：70％ 

授業公開週間

の満足度： 

84.8％ 

講演に対する

満足度：93.8％ 

Ａ 

授業公開週間についての教員満足

度は高い。「ちゃんと見週間」の実施

内容を変更したことも好評であった

ため、継続する。また、教員が相互

に授業を見て刺激し合う雰囲気を醸

成する。 

校内研修での学びを生

かして授業改善に取り

組んだ教員の割合： 

80％ 

93.9％ Ａ 

本年度は、研修内容のニーズ調査と

事前の打ち合わせを念入りに行っ

た。来年度以降も継続する。 

イ 

中高６年間

を見通した

キャリア教

育の充実を

図る。 

「自らの進路について

より深く考えるように

なった」と答える生徒

の割合：80％ 

中等部：75.2％ 

高 校：87.9％ 

全 体：81.6％ 

Ａ 

成果目標を達成した。今後も産官学

と連携したキャリア教育に取り組む。 

講演、講義等の回数： 

年間合計 10回 

中１（３回） 

中２（３回） 

中３（３回） 

高１（２回） 

高２（３回） 

高３（３回） 

計 17回 

Ａ 

中等部では、職業を知り、社会との

繋がりを知り、学問との繋がりを知る

という育成目標に沿って適宜行っ

た。高校では、外部の講師を招聘

し、話をしてもらうことで、自分の将来

に向けてイメージを確立することがで

きた。 

大学、企業等の訪問・

見学等回数： 

年間合計 10回 

中１（２回） 

中２（１回） 

中３（１回） 

高１（２回） 

高２（１回） 

高３（３回） 

計 10回 

Ａ 

中等部では、計画的にキャリア教育

に取り組むことができた。高校では、

大学の模擬授業などを実施した。ま

た、研修旅行先での大学訪問も行う

ことができた。 

ウ 

自己有用感

を高めると

ともに、教

育相談体制

を 充 実 さ

せ、心身と

もに健康な

「自分には良いところ

がある」と答える生徒

の割合：70％ 

中等部：69.0％ 

高 校：77.6％ 

全 体：73.3％ 

Ａ 

成果目標を達成した。今後も、自己

有用感を高めるよう取り組む。 

「自ら進んであいさつ

をしている」と答える

生徒の割合：80％ 

中等部：83.9％ 

高 校：83.9％ 

全 体：83.9％ 

Ａ 

成果目標を達成した。生徒に基本的

生活習慣が定着するよう取り組む。 

教員等による交通安全 教員と交通安 Ａ 交通安全街頭指導を定期的に行っ
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生徒を育成

する。 

街頭指導の実施： 

学期に１回 

全委員による

街頭指導：４回 

ＰＴＡ役員に

よる街頭指

導：２回計６回 

た。また、交通事案についての外部

からの苦情等には、迅速に現場に出

て状況の確認をし、生徒への指導を

実施した。 

長期欠席生徒(年間欠

席 30 日以上)及び転退

学者：０人 

中等部：長期欠

席者 22人 

高 校：長期欠

席者５人・転退

学者３人 

Ⅾ 

成果目標を達成することができなか

った。今後も、専門家と連携しなが

ら、全教職員で多様な生徒に寄り添

い、支えていく。 

「学校に相談できる人

がいる」と答える生徒

の割合：80％ 

中等部：83.5％ 

高 校：96.0％ 

全 体：85.2％ 

Ａ 

成果目標を達成した。今後も、全教

職員で対話を通して生徒を支え、信

頼に応えていく。 

「保健だより」の発

行：年間 12回 
12回発行 Ａ 

毎月発行することができた。睡眠や

生活習慣に関する話題を取り上げ、

基本的生活習慣確立を呼びかけ

た。 

エ 

学校行事、

部活動等の

充 実 を 図

り、豊かな

感性や表現

力 を 育 て

る。 

部活動に一生懸命取り

組む生徒の割合： 

80％以上 

中等部：89.2％ 

高 校：83.8％ 

全 体：86.5％ 

Ａ 

成果目標を達成した。今後も、部活

動ガイドラインを遵守した部活動指

導に取り組む。 

読書活動の取組による

生徒の充実度：70％ 

 

 

 

図書館貸出数： 

4000冊以上 

読書活動（ビブ

リオバトル）の

取組による生

徒の充実度：

92.5％ 

図書館貸出

数：4000冊以

上（12月現在） 

Ａ 

ビブリオバトルを開催し、読書活動の

取組による生徒の充実度の向上に

取り組んだ結果、図書館貸出数とも

に目標を達成することができた。ま

た、学校図書館の蔵書検索・予約を

生徒の個人端末からで行うことがで

きるようにシステムを導入した。 

「学校生活が充実して

いる」と答える生徒の

割合：80％ 

中等部：87.6％ 

高 校：87.5％ 

全 体：87.6％ 

Ａ 

成果目標を達成した。今後も、生徒

が安全・安心を感じながら学校生活

を送るための環境づくりに取り組む。 

研修旅行で「充実して

いる」と答える生徒の

割合：90％以上 

中２「古都の歴

史や文化のす

ばらしさを感じる

ことができた」：

100％ 

中３：ほとんど

の生徒が、充実

した活動をする

ことができたと

振り返ってい

る。 

高２：96.0％ 

Ａ 

中２が京都・奈良、中３と高２が台湾

で研修を行った。高２は、英語の授

業で、学校交流する現地の高校と事

前にオンライン学習をしたり、グルー

プでテーマを絞って、調べ学習をす

るなどして、事前学習時間は短かっ

たが、充実した研修となった。１人１

人が積極的に行動している様子を

見ることができた。今後も、充実した

交流プログラムを実施する。 

「協調性、表現力、集

中力が身に付いた」と

答える生徒の割合 

：80％ 

中等部：81.9％ Ａ 

成果目標を達成した。今後も、「表

現」の指導や学習計画の改善に取り

組み、生徒の協調性、表現力、集中

力を高めていく。 

芸術鑑賞、校内演奏会、

公開レッスン等実施回

校内演奏会 10

回、校外演奏会
Ａ 

定例の校内外での演奏会に加え、

日赤や教育会館でも演奏会を実施
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数：年間計 10回以上 ５回 計 15回 した。 

美術鑑賞、実技講習会

等実施回数：年間計 10

回以上 

美術鑑賞２回、

実技講習会 10

回 計 12回 
Ａ 

美術館での美術鑑賞に加えて、美

術館の裏方ツアー、学芸員の仕事

についての講義を実施。実技講習

会では、本校卒業生で東京藝術大

学助教授を招聘し、講義・ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ

を実施した。 

オ 

郷土文化へ

の理解を深

めるととも

に、地域社

会や産学官

の連携を推

進する。 

社会貢献活動や協働活

動に参加したと答える

生徒の割合：60％以上 

中等部：45.1％ 

高 校：46.6％ 

全 体：45.9％ 

Ｃ 

昨年度と比べて、全体で 5.3ポイント

増であったが、目標を達成すること

はできなかった。今後も生徒が社会

と協働する活動を活性化する。 

海外交流行事等実施： 

１回以上 
２回 Ａ 

成果目標を達成した。モンゴル国の

高校生、フランスの芸術学校の学生

と交流会を実施した。今後も、海外と

の交流事業を実施していく。 

実践的防災訓練実施： 

年間３回 

地域防災訓練参加率： 

中等部50％ 

高校（高３除く）45％ 

実践的防災訓

練：２回 

 

中等部：60.7％ 

高 校：54.7％ 

Ｂ 

２学期始業式に予定していた訓練は

休校のため中止となり、実践的防災

訓練は年間２回に留まった。地域防

災訓練参加率は、中等部高校ともに

目標を達成することができた。 

土曜ｵｰﾌﾟﾝｽｸｰﾙ参加者

数：年間 1,200人 

 

学校公式ＳＮＳ発信

数：年間 250件 

土曜ｵｰﾌﾟﾝｽｸｰﾙ

参加者数： 

年間 1,166人 

学校公式 SNS

発信数：383件

（12月現在） 

Ｂ 

土曜ｵｰﾌﾟﾝｽｸｰﾙ参加者の目標は、

達成することができなかった。 

学校公式 SNS の発信数は、12 月末

で目標を達成することができた。 

平常の清掃、学期初め

と終わりの清掃及び全

校清掃の徹底 

丁寧な清掃活

動を行った 
Ａ 

南陵美化活動は３月に実施する。校

内だけではなく三保の松原や遊歩

道、海岸などの清掃を通して地域へ

の美化意識と参画意識を高める。 

カ 

安心・安全

な教育環境

の整備、事

務業務の効

率化、働き

方改革を含

めた業務改

善を行う。 

例月指導検査、会計・

物品事務指導検査にお

ける文書指示、注意事

項：０件 

委託料におけ

る予定価格の

設定の不備に

ついて： 

注意事項１件 

Ｂ 
誤りの原因を確認し、再発防止策を

講じて事務室全体で共有した。 

学校施設、管理財産の

安全確認の実施： 

月１回以上 

月１回、計画ど

おりに実施し

た 

Ａ 

定期的且つ複数の視点で施設点検

を行った。適切な教育環境の維持と

施設管理に関する事務部全体の意

識向上を図ることができた。 

夏季休暇の取得率： 

100％ 

時間外勤務一ヶ月平均

45時間以上の教職員数

の割合を前年度より減

少させる 

夏季休暇の取

得率：100％ 

時間外勤務45

時間以上の教

員数の割合： 

中等部：68.2％ 

高 校：59.0％ 

全 体：63.6％ 

Ｃ 

夏季休暇は 100％取得し、成果目標

を達成したが、時間外勤務一ヶ月平

均45時間以上の教職員数の割合は

昨年度と比べて全体で 19.9 ポイント

増加した。今後、業務を見直しと削

減に取り組み、職場環境の改善を目

指す。 

職員会議における報告

の簡潔化と審議の効率

勤務時間内で

の職員会議の
Ｂ 

４月から 12 月までで実施した８回の

職員会議の内、6 月に 10 分、10 月
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化による勤務時間内で

の会議の終了 

終了：６回（全

８回） 

に６分、勤務時間を超過した。今後

も職員会議での報告内容の精査と

進行の効率化に努める。 

 


